
“わか杉っ子の「キャリアノート」等”の活用事例

学校名 北秋田市立前田小学校

１ 本校における活用のねらい
・本校の教育目標は「進んで学び，豊かな心とたくましい体でふるさととともに生きる子ども
の育成」であり，豊かなふるさとを題材とし，キャリア教育の視点を重視したふるさと教育
を経営の重点として，子どもたちの豊かな成長を支援している。
・わか杉っ子の「キャリアノート」は，新年度のスタートに当たって目標を設定する場面で活
用したり，年度の終わりに自己を振り返り，成長を確認したりする場面で活用している。

２ 活用の仕方
（１）「今の自分」→「なりたい自分」（別添資料①）
・「小学校○年生のわたし①」を記入し，今の自分の
姿と１年後の姿，そのために何をがんばっていく
のかを具体的に記入させる。それを基に学期ごと
のめあてを設定し，教室掲示する。
・自分で立てためあてを月ごとに振り返り，重点的
にがんばりたいことを確認したり，付け加えたり
しながら意識を継続させていく。
・年度末に自分の一年間を振り返り，次の学年につ
なげられるようにする。
・保護者にもキャリアノートを見ていただき，コメ
ントを書いてもらう。
・キャリアノートには，作文や日記などのコピーも
記録として貼り付けて足跡を残す。

（２）働くことと私～職場体験の実施～（別添資料②）
・本校では，「働くこと」の意義や将来の夢づくりに
目を向けさせる活動として，５・６年生が地元の
商店や企業で職場体験を行っている。
・職場体験を実施した後，分かったことや学んだこ
と，考えたことを「体験のまとめカード」に記入
させる。
・職場体験で学んだことを今の自分の生活に生かせ
るように，「体験のまとめカード」を活用して月ご
とのめあてを設定させる。

・学年末にキャリアノートを記入する際に，「体験の
まとめカード」に記入した内容と関連付けて，「働
くこと」の意義や自分の将来の職業について振り
返りをさせる。

３ 成果と課題（○成果●課題）
○キャリアノートを活用していくことによって自分自身を振り返ることができた。また，１
年間の振り返りだけではなく，過去の自分を見つめ直すこともできた。

○キャリアノートの「小学校○年生のわたし①」を年度当初に書くだけではなく，年度末に
「小学校○年生のわたし②」を書く時に「地域のよさ」「働くこと」について考えたことを
付け加えさせることで，考え方の変容に気付くことができた。
○キャリアノートを継続して活用していくことで，体験活動等とつながりをもたせることが
できた。
●総合的な学習の時間だけではなく，各教科や道徳の時間等とも関連付けて効果的に活用で
きるようにしていきたい。
●自分のよさやなりたい自分をなかなか記入できない児童がいる。自己有用感を高め，将来
の夢がもてるような支援を工夫する必要がある。






